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(1 )昨年の事業仕分けは、予算が最終的にどこに渡り(支出先)、何に使われ

ているか(使途)といった実態を十分に把握した上で、その事業の遂行が税

金投入の効率性や効果の函から適切であるかといった検証を行うことの重要

性を、あらためて明らかにした。

(2) これを踏まえ、本年より、各府省が率先して、

①予算の支出先や使途等について十分な実態偲援を行い

②外部の識者等を交えた公繍プロセスも含め自ら事業を点検しながら、

③レビューの結果を、事業の執行や予算要求等に反映するとともに、

④綴織や制度の不断の見直しにも活用する

f行政事業レビューJ(以下、 fレビューJ)を実施することとする。

レビューのー速の作業は、事業仕分けの内生化"定常化と震うべきもので

ある(全面公開や、現場の実慾把握等を踏まえた外部の視点による点検など、

事業仕分けの原員IJに従う)。

(3) この点検の過程と結果を国民に明らかにしながら、図民の視点に立った

事業の執行と予算の策定が徹底されることにより、行政が筋肉質で政策効果

の高いものへと郎新されるとともに、政治に対する留民の信殺を高めたい。

なお、本年は試行とし、その作業状況を踏まえ、必要喜な見直しを図りつつ、

来年からの本絡的な実絡を目指すこととする。

2 本年の実施体制

(1 )レビューは、各府省に設けられるf予算監視・効率化チームJ(f予算編成

等のあり方の改革について(平成21年 10月23B儲議決定)J)を中心に実施

する。各府省は、3月中にレビューに取り組む体備を確立する。

(2) レビューの対象は、基本的!こ、 21年度に実施した事業(庁費など各府省

の事務的経費、人件費等は徐<0)とし、その検証は、公開の場で、外部の識

者間経験者により行う(公開プロセス入

行政刷新会議は、レビューの手lJ際、内容等につき、各府雀に義本的なJレー

ルと枠絡みを示すとともに、レビューの活動を臨時チェックしていく。
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3月中勾"行政局t新会議でレビューの具体的方向性を打ち出し。

-各府省において、体制を整備し、取組みを開始。

4月 ・行政服審育会議において、各府省から、それぞれのチームの取

組体制、行動計箇について報告。

5月末犠~ ・各府省で、公隠プロセスを実施。

6月~ ・各府省において、公凋プロセスに係るレビュー絵巣の中関取り

まとめを公表し、さらに、レピューを継続して、概算書要求に反映。
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